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関東平野中央部「野田」「大宮」地域の更新統シーケンス層序と構造運動
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Abst聡ct：This　paper　outlines　the　tectonic　movements　inferre（1from　the　depositional　sequences　in

the　Pleistocene　successions　of　the　central　Kanto　Plain．Seven（iepositional　se（1uences　are　recognize（i

in　the　shallow　subsurface　Pleistocene　successions　by　the　observation　of　three　cores　at　Noda，

Kasukabe，an（1Kawaguchi，85－110meters　in　length．The　difference　of　elevations　of　ravinement　and

bay　ravinement　surfaces　in　the　depositional　sequences　revealed　that：Kasukabe　was　continuously

subsiding　relatively　compared　with　the　other　two，and　rapid　aggradation　occu皿e（1concurrently　with

the　subsi（ience．

要　　旨

　関東平野中央部大宮・野田地域の地下に分布する更新

統のシーケンス層序学的解析を行い，それを基にこの地

域の構造運動を推定した．千葉県野田市，埼玉県春日部

市，川口市における深度85～110mのボーリングコアの

観察の結果，この地域の標高約一100m以浅には7つの

堆積シーケンスが認められた．これらの堆積シーケンス

のなかにみられるラビンメント面やベイラビンメント面

の標高から，3地点のなかでは，春日部地域が他の2点

に対して継続的に相対的な沈降をしており，沈降に伴い

顕著なアグラデーションが生じていることが明らかと

なった．

1．はじめに

　工業技術院特別研究「観測強化地域の地質学的研究」

では，南関東・東海地域の5万分の1図幅調査を実施し

ている．それらのうち，平成6年度から平成10年度までに

実施した関東平野中央部の「野田」及び「大宮」地域の

調査から，ボーリングコアの堆積相解析結果の概要を報

告する．

　関東平野中央部の浅部地下地質については，古くから

ボーリングによる調査が行われているが，ボーリングコ

アの詳細な観察例は少なく，堆積相に関する情報は限ら

れている．一方，関東堆積盆地は新第三紀以降，中心地

を北西方向へ移動させながらも継続的に沈降を続けた結

果として形成されたと考えられている（菊地，1980など）．

そこで筆者らは，本図幅内の3地点（埼玉県春日部市，川

口市，千葉県野田市：第1図）において実施したボーリン

グのコアの詳細な観察を行い，地下浅部の更新統にシー

ケンス層序学的な解釈を試みた（中澤・遠藤，2000）．本

稿では，野田・大宮地域の堆積相および堆積シーケンス

の概略を述べるとともに，ラビンメント面やベイラビン

メント面の各ボーリング問における標高差から調査地域

の詳細な構造運動を推定した結果について報告する．

2．ボーリング調査地点およびコアの採取・観察方法

　野田・大宮地域には，小原台面あるいは武蔵野面に相

当する台地が広く分布する．今回，オールコアボーリン

グ調査を行った地点は，川口市差間（GS－KG－1：孔口標

高14．01m，深度110m），埼玉県春日部市内牧（GS－KB

－1＝孔口標高11。98m，深度85m），千葉県野田市東金野井

（GS－ND－1：孔口標高15．09m，深度110m）の3地点で

ある（第1図）．これらは全て台地上からの掘削である．

また，今回のボーリング深度内（最大深度110m）に分布

する地層は，中・上部更新統下総層群に概ね対比される

（菊地・貝塚，1972）．

　コア採取には，主に塩化ビニール管（VU75）を内管と

したビット径116mmのトリプルチューブサンプラーを

1地質調査所環境地質部（Environmnetal　Geology　Depart－
ment，GSJ）

Keywords：sequence　stratigraphy，sedimentary　facies，
subsurface　successions，tectonic　subsidence，Pleistocene，

Kanto　Plain
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第1図　ボーリング地点位置図．

Fig．1　Map　showing　locations　of　cores．

第1表　調査地域の堆積相の分類（中澤・遠藤，2000）．

Table　l　Classification　of　sedimentary　facies　in　the　subsurface　Pleistocene　successions　of　the　central　Kanto　Plain　after

　　　　　Nakazawa　and　En（10（2000）．
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第2図
Fig．2

GS－KG－1，GS－KB－1，GS－ND－1ボーリング柱状図（中澤・遠藤，2000）．

Columnar　sections　of　GS－KG－1，GS一：KB－1，and　GS－ND－1cores　showing　the　stratigraphic　distribution　of

sedimentary　facies　and　depositional　sequences　after　Nakazawa　and　Endo（2000）．
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使用し，採取率は95％以上に達した．採取したコアは長

さ50cm毎に切断したのち，塩化ビニール管ごと岩石

カッターで半割にし観察を行った．

3．堆積相および堆積シーケンスの特徴

　コアの詳細な観察および珪藻化石分析の結果，野田・

大宮地域の地下約100m以浅の更新統は，海浜相，上部外

浜相，下部外浜相，内湾相，湖沼相，氾濫原相，河成チャ

ネル相と解釈される7種類の堆積相に区分された（第1
表）．

　また，堆積相の層序学的な変遷から，調査深度内には

7つの堆積シーケンスが認められた（第2図）．本報告で

は，これらの堆積シーケンスを表層に近いものから順に

DS－A～DS－Gと呼ぶことにする．このうち，DS－A，DS

－B，DS－Dは，ほとんどが湖沼や河川システムによって

形成された陸成の堆積相で構成されている（第2図）．こ

のような堆積シーケンスの特徴は，房総半島を中心に分

布し，海成層と陸成層のリズミックな互層からなる中・

上部更新統下総層群（徳橋・遠藤，1984）と比較すると，

本調査地域がより内陸側の陸域の影響を強くうけた環境

であったことを示唆する．

　一方，堆積シーケンスDS－EおよびDS－Fには，それ

ぞれ河成チャネル相，氾濫原相，ベイラビンメント面，

内湾相，ラビンメント面，海進ラグ堆積物，下部外浜相，

上部外浜相，海浜相という堆積相の変遷が認められる（第

2，3図）．すなわちこれらの堆積シーケンスは，河川シス

テムおよびバリアー島システムによって形成されたと考

えられる．

4。シーケンス層序学的地層境界面の標高から読みとれ

　る構造運動

　まず最初に，本調査地域の構造運動を議論する際の基

準面の選定を行う．本報告において確認されたシーケン

ス層序学的な地層の境界面は，シーケンス境界，ベイラ

ビンメント面，ラビンメント面，最大海氾濫面（maxi－

mum　flooding　surface）の4つである（第3図）．この

うち，シーケンス境界は，河成チャネルが形成した侵食

面のことが多い．ただし，後に形成されるベイラビンメ

ント面がシーケンス境界を置き換えていることもある．

形成当時の河成チャネル侵食面の標高は，河川の河床勾

配や河川ごとの下刻量の違いによって，場所により異な

ることが予想される．さらに，同一堆積シーケンス内の

似たような位置にある河成チャネルがすべて同時期のも

のかは確認できない場合が多い．そのため河成チャネル

侵食面を構造運動を議論する際の基準面とするのは適当

ではない．最大海氾濫面は，本報告では堆積物の粒度が

最も小さい層準として認定している。ただし最大海氾濫
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第3図

　　　　　瞼▽

窃脇

　　　堆積シーケンスEおよびFの模式柱状図（中
　　　澤・遠藤，2000）．凡例は第2図参照．

Fig．3　Generalized　section　of　the　typical　de－
　　　positional　sequences　in　DS－E　and　DS－F　after

　　　Nakazawa　and　Endo（2000）。For　legend　see

　　　Fig．2．

面の層準を厳密に認定するのは難しい．ベイラビンメン

ト面およびラビンメント面は海進時の侵食面である。前

者が最初に湾の汀線が陸側に進入した際に形成された侵

食面であり，後者は外浜環境の陸側への移動によって形

成された外浜侵食面である（Nummendal　and　Swift，

1987）．基本的に1つの堆積シーケンス内では，ベイラビ

ンメント面の上位にラビンメント面が存在する．海進時

の侵食面は，海側へ緩やかに傾斜するとともに，侵食前

の地形の影響も受けるが，後退する汀線に沿って侵食面

形成が同時進行するため，河川の侵食面に比べ標高の地

域的な差異が少ないと考えられる．また，侵食量は侵食

される側の岩相にも影響されるが，中・上部更新統に代

表される未固結な堆積物を対象とするならば，地域的な

差異は大きくはないと考えられる．また，調査地域にお

いてはラビンメント面およびベイラビンメント面は各

ボーリングコアに追跡が可能である。そのため今回はラ

ビンメント面およびベイラビンメント面を基準面として

構造運動を検討することにした．

　最初に，堆積シーケンスDS－Bのベイラビンメント面

の標高について検討する．DS－Bのベイラビンメントは

ラグ堆積物を伴い，明瞭な侵食面を形成している．この

ベイラビンメント面の標高は，川口（GS一：KG－1），春日部

（GS－KB－1），野田（GS－ND－1）で，それぞれ一10．05

m，一13．54m，一9．66mであり，春日部で最も低い（第2
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第2表　各コアにおける主なシーケンス層序学的境界面
　　　の標高（T．P．＋）．中澤・遠藤（2000）による．

Table2Elevation　of　major　sequence　stratigraaphic

　　　surfaces　of　each　core　after　Nakazawa　and

　　　En舜o（2000）．

GS・KG・1
　differenoe
細ofebva額on哺 GS・1《臨1

　di師erenoe
細ofeleva面onゆ GS一髄D－1

DS－B
動y騰S 一10．05m 3．49m 一13．54m 3．88朧 一9．66m

DS一匿
騰S 一35，99m 9．53m 一45，52m 8．唱4鵬 一37．38m

PS一霞

Bay醜S 一38．17m 13．85m 一52．02m 翁2．71鵬 一39．31m

DS－F
騰S 一61．87m 一64．62m

DSギ
8繍y闘S 一66．29m 一74．91m

表）．川口は野田に比べやや低いが，野田とほぼ同じ標高

となっている．つまり，形成当時のベイラビンメント面

の標高をほぼ同じと考えると，ラビンメント面形成以降

に，春日部地域が他の2点に比べ，相対的に沈降したと考

えることができる．

　同様に，下位の地層境界についても検討を進めると，

堆積シーケンスDS－Eのラビンメント面が川口，春日部，

野田のそれぞれで，標高一35．99m，一45．52m，一37．38m

となる（第2表）．また，同じくDS－Eのベイラビンメン

ト面が，それぞれ標高一38．17m，一52．02m，一39．31mと

なる．この2面についても，川口と野田はほぼ似たよう

な標高であるが，春日部はそれらに比べ明らかに標高が

低い．仮にラビンメント面の海側への傾斜を考慮に入れ

たとしても，春日部地域は他の2点に比べ，より内陸側

であるため，春日部地域が他地域に比べ標高が低いこと

に変わりはない．よって春日部地域は，他地域に比べ相

対的に沈降していることは確実である．

　さらに，春日部地域の沈降様式を知るために，前述の

地層境界の，ボーリング間での標高差を検討する．川口

と野田における各基準面の標高はほぼ同じなので，それ

らは野田に代表させ，ここでは野田と春日部の標高差を

検討すると，各基準面において，この2本のボーリング

間の標高差は上位より，3．88m，8。14m，12．71mとなっ

ている（第2表）．すなわち下位の基準面ほど，標高差が

大きいと言える．つまり基準面の標高差は下位ほど累積

されていることになり，春日部地域の沈降運動は，継続

的に行われたものと考えることができる．また春日部地

域は継続的な沈降に伴い地層の顕著なアグラデーション

が生じたと考えることができる．

3地点におけるボーリングコアのシーケンス層序学的な

解釈を試みた．その結果，以下のようなことが明らかに

なった．

1．調査地域の地下約100m以浅には，7っの堆積シー

　ケンスが認められた．このうち表層に近い堆積シーケ

　ンスDS－A，DS－B，DS－Dには陸成の堆積相が卓越す

　る．一方，それより下位の堆積シーケンスは，バリアー

　島システムによって形成されたと考えられる海成の堆

　積相が卓越する．

2．ラビンメント面およびベイラビンメント面を基準面

　とし，それぞれのボーリング地点での標高をとると，

　川口（GS－KG－1）と野田（GS－ND－1）はほぼ同標高で

　あるが，春日部（GS－KB－1）はそれらに比べ明らかに

　低い．また，下位の基準面ほどボーリング間の標高差

　が累積されている．つまり調査地域では，春日部付近

　を中心として基盤が継続的に沈降し，それに伴い顕著

　なアグラデーションが生じたと考えられる．

謝辞　本稿をまとめるにあたって，地質調査所資源エネ

ルギー地質部徳橋秀一博士および千葉大学理学部芳賀正

和博士には有益な助言をいただいた．深く御礼申し上げ

る。なお，珪藻化石分析はパリノサーベイ株式会社によっ

て，ボーリングは大洋地下調査株式会社および三扇コン

サルタント株式会社によって行われた．

文　　献

菊地隆男（1980）古東京湾．アーバンクボタ，18，16

　－21．

菊地隆男・貝塚爽平（1972）関東平野地下の成田層

　群．日本地質学会第79年学術大会「地盤と地下

　水に関する公害」討論会資料，99－110．

中澤　努・遠藤秀典（2000）関東平野中央部大宮・

　　野田地域地下浅部の更新統堆積シーケンスと構

　　造運動．堆積学研究，51，23－38．

Numme（ia1，D．，and　Swift，D．J．P．（1987）Transgres－

　　sive　stratigraphy　at　sequence－bounding　un－

　　conformities：some　principles　derived　from

　　Holocene　and　Cretaceous　examples．助6己

　　P励．So6．E60％．勘160鉱乃伽6名81．，41，241－260．

徳橋秀一・遠藤秀典（1984）姉崎地域の地質．地域

　　地質研究報告（5万分の1図幅），地質調査所，

　　136p．

5．ま　と　め
（受付：2000年6月14日；受理：2000年7月26日）

野田・大宮地域の第四紀構造運動を明らかにするため，

一415一


